
































































































































































下表は、「一人行動について」筆者が勤務する女子大学の 3年生の学生 36 人にアンケートを実施し
た結果である。
一人で行く場所や行為 ○できる 一人で行く場所や行為 ○できる
1 大学の図書館 36 人 100% 7 市役所の窓口 30 人 83%
2 大学のトイレ 34 人 94% 8 ラーメン屋 16 人 44%
3 大学通学 36 人 100% 9 新幹線乗車 29 人 81%
4 大学の食堂で食事 20 人 56% 10 カラオケ 23 人 65%
5 大学の教務課の窓口 36 人 100% 11 焼肉 5人 14%
6 映画館 28 人 78%
表 1 一人で行動する割合（一人で行けるまたは一人でする）
調査人数 36 人（2015 年 4 月調べ）
香山リカの言う「ランチメイト症候群」という現象が大学においてもみられる。これは、学生が大
学内の食堂等でランチを一人で食べられない現象を捉えたものだが、これと連動して、トイレ弁（一


















































下表の表 2及び表 3は、将来保幼小の教員になることを目指している本学の 2年生と 3年生の学生
計 40 人から聞き取った結果である。2つの表は質問の内容を変えて、どちらも同じ学生から聞き
取ったものである。
1位 2位 3位 4位 5位
やさしい 7人 15 人 8 人 7 人 3 人
きびしい 1人 0人 1人 2人 36 人
おもしろい 26 人 5 人 4 人 5 人 0 人
授業が上手 3人 13 人 5 人 18 人 1 人
親身になってくれる 4人 6人 20 人 10 人 0 人
表 2 「自分が小学生としたら『好きな先生』または子どもから好かれると思
う先生の資質について 1位から 5位まで順位をつける」
調査人数 40 人（2016 年調べ）
1位 2位 3位 4位 5位
やさしい 2人 3人 14 人 16 人 5 人
きびしい 1人 1人 14 人 13 人 12 人
おもしろい 1人 3人 6人 8人 22 人
授業が上手 7人 26 人 5 人 2 人 0 人
親身になってくれる 29 人 6 人 4 人 0 人 1 人
表 3 「自分からみて『信頼する先生』または子どもや保護者からみて『信頼
される先生』の資質について 1位から 5位まで順位をつける」

































坂本輝代訳『怒りのセルフコントロール』明石書店、2011 年。McKay, Matthew, Peter D. Rogers, and Judith
McKay. WHEN ANGER HURTS SECOND EDITION QUIETING THE STORM WITHIN







Consideration of Teacher’s Quality
for Dealing with Children’s Present Situation
HATTORI, Ken
Nowadays teachers’ duties increase more and more responding to children’s changes, their
protectors’ attitude, and demand on education that changes with the times. On the other hand, the
number of teachers who are still young and do not have enough experiences has increased for a long
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time. Besides teaching subjects, there are overflowing issues such as “bullying”, “refusal to attend
school”, “special support education”, “duties to deal with protectors and local community demand”,
“consistency in education from elementary school through middle school”, “linkage between
preschool and elementary school”, and “safety education”.
In this paper, by making children’s real image clear, some of the problems are considered from an
ex-principal’s point of view in order to determine teacher’s readiness and perspective in educational
guidance.
The paper consists of the following four sections: ① real images of teachers, ② a theory of pride, ③
measures applied to deal with children who needs special cares, and ④ problems of isolation.
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